
ケアプランデータ連携システム
について

＊この動画内では、「ケアプランデータ連携システム」の表
記は「ケアプー」と省略しますので、ご了承ください。音声
は正式名称となります。

＊この動画は、「VOICEVOX:白上虎太郎」
を使用して作成しています。



ケアプランデータ連携システムとは



ケアプランデータ連携システムとは

１．異なる介護ソフト間でもデータで連携ができます。

＊包括と居宅の連携には対応していない介護ソフトもあります。

２．送信側は介護ソフトでデータ連携用のｃｓｖ．ファイルを作

成し、ケアプーを通じて送信。

＊ケアプーに対応している介護ソフト一覧は国保連中央会の

ホームページに掲載

受信側はそのｃｓｖ．ファイルを取り込むと、受信側の介護ソ

フトに受信した情報が自動反映されます。

＊送信側の誤入力や勘違いはあり得るので、確認は必要です。



３．ケアプーでの送受信は、一括送信・一括受信が可能です。

＊事業所番号を入力しての個別の送信も可能です。

４．介護ソフトのｃｓｖ．ファイルの出力や取込は各介護ソフト
ベンダーへご確認ください。

  ＊事業所単位での出力や、利用者単位での出力など、介護ソフ
トにより出力方式が異なっていたり、バージョンアップにより出
力方式が変更されたりしているようです。

５．1事業所に1台のパソコンでの運用が推奨

  ＊送信履歴が残るのは、送信作業を行ったパソコンのみ。

  ＊受信操作を行ったパソコンのみに連携用ファイルがダウン

ロードされる。

→事業所内で作業状況等の情報共有を。詳しくはQ&A参照。



ケアプランデータ連携システムの意義
•ケアプー（を含めたICT機器）の活用は、生産性向上（＝業務
の効率化やケアの質を高める）のための取組です。

１．居宅介護支援事業所とサービス事業所における、ケアプラ

ンと実績がデータでやり取りができる。

→FAX・紙代、郵送料や持参するためのガソリン代が効率化。

操作に慣れれば時間短縮にも！

２．ケアプランや実績の介護ソフトへの取込は自動

→手入力の手間・時間や入力ミスについての効率化



ケアプー導入済み事業所の確認



⇒地域別の一覧から探す ⇒三重県



ケアプーを導入するには

・具体的には、公式サポートサイトでダウンロードできるマニュアルを

参照。＊集団指導のページにも資料として配置

『ケアプランデータ連携システム操作マニュアル+2026年5月29日版』

『ケアプランデータ連携システム操作マニュアル（フリーパス申請編）2026年5月29日版』

・大まかには、

１．導入するパソコンの設定

２．ケアプーのダウンロードとインストール

３．電子証明のインストール

４．利用申請（フリーパスキャンペーンの申請も兼ねています）



ケアプーは介護情報基盤に統合『予定』

•ケアプーと別に厚生労働省が進めている介護DXのためのシステ
ムに「介護情報基盤」があります。

＊ケアプーの介護情報基盤への統合は令和8年度下期予定

＊フリーパスキャンペーンは、介護情報基盤への統合まで

延長されています。

＊介護情報基盤は、インターネット上で運用される仕組み

となることから、1事業所1台のパソコン推奨ではなくなる。

＊CSV.による連携ではなくなるとのアナウンスも。



最後に

•導入事業所が多ければ多いほど大きな効率化。

＊先行して導入いただいた事業所様ありがとうございます。

おかげ様で松阪市内の導入事業数は200を超えました！

•ケアプー導入には、処遇改善加算のⅠロ・Ⅱロを算定する要件や、
介護ロボットなどの補助事業の要件であるなどのメリット。

•それ以上に、様々な手続きの電子化やAIの活用は、人手不足の現
代の大きな流れ。

☆積極的な導入・活用をお願いします。
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